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歌詞における都市表象のテキストマイニング 

                         

                        小田中 悠、谷 公太、吉川 侑輝 

 
 社会学が対象とするようなことがらを知るためのデータの一つに歌詞がある。代表的な研究

として、見田宗介（1967）は、1868〜1963 年の流行歌を分析することを通して、歌詞にあらわ

れる、経験についての「紋切り型の表現」から社会意識の通時的変化を探ろうとしている。と

りわけ論じられていることの一つは、都市に生きる、ふるさとから上京してきた人々が抱く孤

独感である。 
歌詞研究の歴史は古く、20 世紀の半ばからトップソングを対象とした分析が行われている

（見田 1967）。歌詞の古典的内容分析においては 1 曲単位での分析が行われていたが（Peatman 
1944; Horton 1957; Carey 1969; Cole 1971 など）、現在では、歌詞集合全体における語の出現頻度

の分析も行われている（左古 2015 など）。 
本報告では、見田と同様に、ある歌詞集合全体の中から、人々が何かを表現／経験する様式を

探ることを試みた。その際、流行歌にこだわらず、都市に関わる語に注目し、歌詞を収集する

こととした。これは、現代においてはトップソングが社会を語ると考えることが難しいからで

ある（左古 2015）。 
 分析に使用したデータは、歌詞検索サイト「うたテン」から、2020 年 3〜6 月に収集した。

対象は、「都会」、「都市」、「東京」、「大阪」のいずれかを含むものとし、他の 3 つと比べて、掲

載数が少ない「都市」のみを含む曲を除外した、5796 曲を分析に使用した。 
  分析には、語の意味を捉える手法である、word2vec を用いた（Mikolov et al. 2013a）。機械・

深層学習を用いたテキストデータの分析手法の中には、社会学における意味の問題と関連する

ものがあるとされており、word2vec はそのうちの 1 つである（瀧川 2018; 小田中・中井 2019）。 
word2vec の基本的な発想は、（1）ある語と類似した意味を有する語を量的に分析しようとする

こと、そして、（2）語の特徴をベクトルによって表現することにある。（1）については、ある

単語の周辺語に注目し、使われ方の類似性を推定していく。また、（2）について、そのような

特徴を有することで、語同士の四則演算が可能になる。たとえば、「王」−「男」+「女」≒「女

王」という例がしばしば挙げられる（Mikolov et al. 2013b）。すなわち、王から男という性別の

要素が引かれた結果、王族の最高位という要素が残り、そこに女という性別の要素が足される

と女性の最高位である女王となるのである。 
  Python の janome と gensim を用いた分析の結果、第 1 に、「東京」、「大阪」、「都会」と類似す

る語として、たとえば、次のようなものが抽出された。すなわち、東京とは「街」や「都会」、
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大阪とは「東京」や「御堂筋」、都会とは「東京」や「街」などが類似していると推計された。 
第 2 に、各都市の固有性を抽出するため、「東京」−「都会」、「大阪」−「都会」という語同士の

演算の結果、以下のような特徴が推計された。すなわち、「東京」−「都会」の主な類似語が地

名であり、「大阪」−「都会」には「おもろい」、「グリコ」といった語があった。また、都市間

の比較として、「東京」−「大阪」という演算を行なったところ、東京にはあって大阪にはない

ものとして、「街」、「見える」、「見上げる」といった語が析出された。 
 以上のような抽出された類似語は、見田が「心情のシンボルの体系」と呼んだような（e.g. 雨
＝憂うつ）、東京などの語と結びつく動作、対象、感情を表しているといえる（見田 1967）。ま

た、語同士の引き算を行った結果は、引かれる語にはあって、引く語にはない特徴を推計した

ものといえる。 
 そのように考えるならば、歌詞における大阪には「おもろい」という大阪という場所と結び

ついている感情が表れているのに対して、東京には固有の特徴はなく、都会らしさという抽象

的・一般的な象徴性のみを保っている可能性があるといえる。これは 2000 年以降の都市論にお

ける議論（北田 [2002] 2011; 近森・工藤 2013）と軌を一にしたものだと考えられる。 
 しかし、それと同時に、「東京」−「大阪」の結果は、大阪にはなくて東京にはある特徴とし

て、「見上げる」という動作との結びつきがあることを示唆している。「見上げる」に注目して

歌詞を見ると、それは、たとえば、失恋後に相手を想う、都会への疲れや故郷への想い、ある

いは、将来への希望などを象徴していた。 
 そして、都市論において、「見上げる」に注目することには、M. de Certeau（1980=2021）的な

都市論を展開できる可能性がある。彼は、都市における経験を論じる際に、高所から都市を見

下ろす視線と、歩行者による目線との対比を行っている。ここで、都市の中での「見上げる」

という実践に注目することは、このような二項対立図式を再考する契機になるのではないかと

思われる。 
 以上のように、本報告では、都市に関する語を含んだ歌詞の分析が、既存の都市論と親和的

な東京像を示すこと、そして、都市における「見上げる」ことへの着目が、de Certeau 的な都市

論を展開しうることを示した。今後は、「見上げる」に焦点を当てた歌詞の分析を進め、都市論

との関連についてより詳細に考察することが望まれる。 
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